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山形県立米沢栄養大
地域連携事業で 
学生が小学生とクッキング
　山形県立米沢栄養大が、飯豊町の
小学生36名を対象に「いいで子ども
大学」を開催。８月７～９日の３日
間、同大学と県立米沢女子短期大、お
よび飯豊町にて実施された。
  「いいで子ども大学」は、今年度で
13回目となる地域連携・小大連携事
業。教育課程をもつ米沢女子短期大
が、夏休み中の教育ボランティアを
希望する飯豊町と2004年度に協定
を結んで始まった。2014年度に米
沢栄養大が開学してからは同一法人
２大学で連携し、子どもたちと学生
のふれあい体験などを企画している。
　今回、米沢栄養大では学生４名が
教育ボランティアとして参加し、小
学生と共同でアイスクリーム作りと
バター作りを行った。それぞれ最初
に学生が紙芝居などの教材を使い、
作り方や完成するまでの仕組みなど
を説明。その後、子どもたちととも
に実践し、全員で試食をした。
　参加した学生は「管理栄養士とし
て食や栄養について伝えることが必
ずあるので、とてもいい経験となり
ました」と満足げな様子。小学生から
も「いろんな工作や体験ができてう
れしかった」といった感想が聞かれ、
好評だった。

北星学園大
台湾で市場調査を実施し 
オリジナルワインを制作
　北星学園大・経済学部経営情報学
科の西脇隆二教授ゼミでは、2009
年から北海道ワイン株式会社と連携。
ワインづくりを通した実践的なマー
ケティングを学び、北星オリジナル
ワインを販売している。
　同ゼミは、９月１日に台湾・台北
市の百貨店「大葉高島屋」にて、台湾
ではどのようなワインが好まれるか
を調査するため、道産ワイン４種類
の試飲会を行い、アンケートをとる
という本格的なマーケティング調査
を実施。学生11人が、百貨店の入
口付近で中国語や英語で話しかけ、
お酒の好みや「北海道ワインを飲ん
だことがあるか」といったことなど
を調査し、62人から回答を得た。
　今年のワインづくりのコンセプト
は「自分と向き合う大切な時間にこ
の一本を」。９月17日に浦臼町の鶴
沼ワイナリーでぶどうを収穫し、プ
ロジェクトは順調に進められている。
台湾での調査結果を反映したワイン
は「十六房の葡萄 ひととき」と名付
けられ、11月30日に札幌市のサッ
ポロファクトリーにて「北星ワイン
完成発表会」を実施し、ネット販売さ
れる。

青森大
県内の商業高校で 
Javaアプリ開発講座を実施
　青森大のソフトウェア情報学部で
は、県内商業高校との高大連携の一
環として、商業高校における情報教
育の充実・高度化のためのさまざま
な取り組みを進めている。
　そのなかの大きな取り組みの一つ
として、昨年度から青森県立黒石商
業高校の情報処理科の生徒を対象に
したJava言語によるプログラミン
グ講座を開催しており、今年度も情
報 処 理 科 ２ 年 生39名 を 対 象 に、
Java言語を用いたソフトウェア開
発の特別授業を実施した。
　９月４、５、７日の３日間に、毎
日４時間ずつの集中講座を行い、ソ
フトウェア情報学部の学生が実習
サポートを担当。「Java言語を利
用したアプリケーションソフトウ
ェアの開発」をテーマに、初心者に
もわかりやすい視覚的な開発環境

「Processing」を用いて、アプリケ
ーションソフトウェアの開発実習に
取り組んだ。
　今回の内容は、同学部で手がけて
いる小中高校生向けのプログラミン
グセミナーの中でも特に高度で、指
導内容や説明方法に工夫が求められ
た。これまでたくさんのセミナーで
数多くのサポートを経験している学
生にとっても、難しいながらもやり
がいのある講義となったようだ。
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アイスクリーム作りでは、なぜ氷に塩を入れる
と冷たくなるのかを学生が説明した後、児童
らと実践した

台湾でワインの試飲会とアンケートを実施。
台湾では、甘いワインを好む人が多いことな
どがわかった

高校生の実習サポートは、ソフトウェア情報
学部の３・４年生が各日３名ずつ交代で担当
した
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